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町田第一地区 地区別懇談会 意見まとめ 

開催日時：12月 3日（土）10時～12時 

参加者数：会場：25名、オンライン：5名    グループ数：会場：6グループ（A～F）、オンライン：１グループ 

分類方法：ラウンド１で出た意見を、ワードや内容から分類・整理し、多い順に並べています。ラウンド２・３の意見は、ラウンド１の分類を元に紐づく意見や近しい意見を整理しています。 

     下記の票は、分類と意見をラウンド順に左から右へ、確認できる形にしています。 

※ 表中の意見末尾の（）はグループ名を表しています。 

分類 
ラウンド１：（１）毎日ワクワクするのってどんなまち？ 

（79件） 
分類 

ラウンド２：（２）「（１）での話し合い」を実現するために 
あなたができること（79件） 

分類 
ラウンド３：（２）「（１）での話し合い」を実現するために 

あなたができること（68件） 

まちのイメージ 

（14件） 

 特徴がある。(B) 

 人が集まるまち、多様な人があつまるまち！ポテンシャルにある

のに。（住みたいまち町田、10 番→64 番になった。吉祥寺と較

べて）。(D) 

 歴史を知っている人が減った。駅前が変化した。(D) 

 原町田２丁目のお店がつぶれた（おでんやさん）、歴史がある。

(D) 

 子どもも大人も遊べるところが増えてきた。遊び場「原町田めぐ

り」。(D) 

 町田にしかないものがある、魅力あるまち。(D) 

 広いのでまち歩きしやすいまち、「つながりマルシェ」。(D) 

 莫と莫をつなげるとワクワクするまちに。(D) 

 ワクワクしないのは活気なくさびれているところ、活気あればワク

ワクする。(F) 

 ランチのおいしいお店がたくさんあるといいな。(F) 

 働く人のためのリーズナブルな食事のお店等あるといい。チェー

ン店が多い。(F) 

 お店の閉まっている所、空き家がない方が明るい。(F) 

 絹のまち。(F) 

 車で郊外のショッピングセンターではなく、ここに来たくなるまち。

(F) 

まちのイメージ 

（２件） 

 様々なエリアがあってもつながりが少ない。(B) 

 福祉のまち→ワクワクのまちとは？「番付」じゃない(D) 

まちのイメージ 

（０件） 

 

お祭り・ 

イベント 

（12件） 

 原町田の七福神めぐり。(A) 

 まちの中にある版画・彫刻の展示を見ながらまちを巡る。(A) 

 イベントがある（2月のお祭りなど）。(B) 

 まちまるごとで行われる行事やその案内がたくさんある。(B) 

 祭りが開催される。(B) 

 コロナによって祭りが開催されづらい。(B) 

 自分自身で値段設定できる個展。(B) 

 イベントを平常化して当たり前にする。(B) 

 フェスやイベントがあること。(C) 

 小田原では、駅の周りでお神輿等で盛り上げる。(F) 

 玉川学園青少協では小学校で毎年お祭りをやっている。それを

きっかけに子どもとの関係を考え直すことができる。メンバーで

振り返りもやっている。いつもは食事の屋台を子どもたちと一緒に

準備している。今年はクイズを出したりして、1,000 人くらい子ど

もが集まった。(オンライン) 

 小規模保育園なので、１・２歳はほとんどお祭りに参加したことが

なかった。今年はじめてお祭り（お神輿）に参加した保護者から

は、本当に参加できてよかったと言っていた。参加人数が多く大

盛況だった。(オンライン) 

お祭り・ 

イベント 

（８件） 

 グループで境川を散歩、散歩の途中で他の人とおしゃべり。→

散歩の大会・イベントの企画(A) 

 恩田川のさくらまつり→境川にはさくらまつりはない(A) 

 ハロウィンのイベント。(A) 

 写真を撮影しながら散歩。(A) 

 まち中でのポケモン探し（マンホール、イベント、PokémonGO）。

(A) 

 地域の祭りは、子どもも親も参加で盛り上がる。(F) 

 ハロウィンのイベントをもう一度！私たちは場所の提供はできる。

(F) 

 イベントは最初はやる気があふれている。まちカフェも最初は市

役所が全面協力してくれた。２回目は引き気味に感じた。２世代

目にどのようにつないでいくかは難しいと感じる。(オンライン) 

お祭り・ 

イベント 

（２件） 

 SDGｓにも気を使ったイベントを開催する。(C) 

 焚火、神輿、焼き鳥、焼きそばの４つで集客する。(D) 
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分類 
ラウンド１：（１）毎日ワクワクするのってどんなまち？ 

（79件） 
分類 

ラウンド２：（２）「（１）での話し合い」を実現するために 
あなたができること（79件） 

分類 
ラウンド３：（２）「（１）での話し合い」を実現するために 

あなたができること（68件） 

交流・つながり

づくり 

（７件） 

 新しい人とつながれる機会。(C) 

 子どもだけではなく、あらゆる人とつながれる場所。(C) 

 相互理解ができるように（道路でまちが分断、マンションが増え

てきた、世代間のギャップ）。(E) 

 お祭り（お神輿）に参加すると子どもの個性が引き出される感じ

がした。施設を休憩場所に使ってもらったので、地域とつながる

ことができた。職員も地域が楽しいと感じた。(オンライン) 

 一人では参加する勇気が出ない利用者が多い。事業所単位の

お祭りには参加したり、企画もできる。そのような経験が次のステ

ップにつながり、職員との一体感も出る。イベントは生活の中で

の起爆剤になり、明日の活力になる。(オンライン) 

 保育園、送迎ステーションできんじょの本棚をやっている。きん

じょの本棚の横のつながりはある。きんじょの本棚祭りのときはつ

ながる。(オンライン) 

 玉川学園でもきんじょの本棚の活動は行っている。保護者が関

与することもできる。つながりが生まれる。(オンライン) 

交流・ 

つながりづくり 

（13件） 

 「人のつながり」が大切、それを見えるようにすること。(D) 

 マンション内でのつながりづくり、関係づくり。(D) 

 地域交流→理解を深めるために積極的に接点をつくる。(E) 

 一歩目のハードルをどう下げるか。(E) 

 人と人をつなげることが得意。(F) 

 町田第一地区は商業地区で啓発という意味では一番効果があ

るので、商店会とつながりたい。(オンライン) 

 子どもたちが元気に「まち」と関わることができるとよい。保育園と

して地域に楽しいことが提案できるといいが、コロナで本当に狭

まってしまった。近所から餅つきを実施するなら手伝うという声

があったが、コロナでそれも難しくなった。保育園に招くことはでき

ても、保育園から地域に出ていくことが本当に難しくなってしまっ

た。(オンライン) 

 社会福祉法人としては、地域イベントの休憩所、地域に備品の

貸し出しをしていた。しかし、コロナでお祭りが無くなってしまった

ので、その間に職員も入れ替わっており、せっかくあった地域と

の関係性が分断されているように感じる。(オンライン) 

 お祭りの時だけでなく、日ごろからの交流、横のつながり、小さな

つながりの積み重ねが重要。そこからイベント、お祭りに誘うこと

ができ、大きなつながりになる。(オンライン) 

 町田市は大学生も多いので、日ごろからボランティアに誘うと

か、つながることができるといい。(オンライン) 

 オンラインを使って日ごろから交流もできるといい。(オンライン) 

 大学生とのつながり、外国籍とのつながり、利用者にも外国籍の

方がいるので、その方の祖父母とオンラインでつながったり、日

本に来た際は保育園に来てもらったりしている。(オンライン) 

 子どもとあまり関連がない業種とも関わっていきたい。(オンライ

ン) 

交流・ 

つながりづくり 

（７件） 

 地域の人とつながるにはどのようにすべきか。(C) 

 マラソン大会などの後に食事などのイベントを用意しておくこと

で、色々な垣根がなくなる。(C) 

 これから 30代、40代が中心。いかにつなげるかのまちづくり（お

母さん、お父さんをいかにつなげるか）。(D) 

 若い人が横につながるまちづくり。(D) 

 お祭りにはたくさんの人が集まって、名前が分からなくても交流と

なっている。(E) 

 参加しやすい第一歩はなんだろうか。(F) 

 団体関係なくお祭りにいって、様々な団体と交流できる。(F) 

活動の担い手 

（６件） 

 普段参加しない人もスタッフ側にまわって欲しい（平日のマルシ

ェ）。(B) 

 学生が引き出すまち、学生のつながり。(D) 

 若い人ががんばるといい。人口流入は増えてきている。(F) 

 祭りも若い人がつくる、つながる。(F) 

 青年会議所は 20-30 代の事業者が主体となっていけばよい。

(F) 

 他のお祭りは、参加費、支援以外の役割を職員が担う必要があ

り、負担が重く、あまり参加できない現状がある。(オンライン) 

活動の担い手 

（８件） 

 学生のやりたい事をやらせてみよう、力を借りよう。(B) 

 この地域の学生に、この地域のポテンシャルを引き出してもらお

う。(B) 

 祭りに参加してもらって学生と新たな関係を作る。(B) 

 学生に企画当初や PRに携わってもらう。(B) 

 商店会の活動に若い人が参加してほしい。何ができるかを自分

たちで考えて！(E) 

 女性は外に出ている。(E) 

 神社のお祭り、神輿の担ぎ手で世代交代している。(F) 

 自治会に新規加入したい人もいる。子どもの触れ合いを求めて

入会された。(F) 

活動の担い手 

（６件） 

 こういったことができるといった人の紹介はできる。(A) 

 ボランティアは負担が大きい。(E) 

 無作為で意見を募って若い人に参加を促す。(E) 

 B グループでは、学生(若い人）の参画、企画等含めて話し合っ

た。(F) 

 お祭りがきっかけで町会に入会し、活躍してくれる人がいた。お

祭りが入口、コロナで控えているのが残念。(F) 

 やっているうちに責任感ができる。(F) 

子ども 

（６件） 

 子どもと一緒にできること。(C) 

 子どものアイデアを通じて未来を一緒に想像。(C) 

 芹が谷公園で子どもたちが遊んでいる。(E) 

 子どもたちに会えることがうれいしい。(E) 

 土日（休みの日）に子どもと公園等におでかけすること。(F) 

 子どもたちの声がたくさん響き渡るまちはワクワクする。(オンライ

ン) 

子ども 

（１件） 

 最近の子どもが興味を持つものについて、知ることのできる機会

が必要。(C) 

子ども 

（３件） 

 子どもが子どもを呼んでくる！子ども会経由で人を集め。子ども

会をつなげるまちづくり。(D) 

 人を集めるには子どもから。(D) 

 子ども会の加入少ないが顔見知りになりたい気持ちはあるし、子

どもは町がふるさとになる。(F) 
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分類 
ラウンド１：（１）毎日ワクワクするのってどんなまち？ 

（79件） 
分類 

ラウンド２：（２）「（１）での話し合い」を実現するために 
あなたができること（79件） 

分類 
ラウンド３：（２）「（１）での話し合い」を実現するために 

あなたができること（68件） 

まちの機能 

（５件） 

 ドッグランがあるといい。(A) 

 商店街のお店にもっとバリエーションが欲しい、大きなモールが

ない。(B) 

 環境が整っていることが大切。(E) 

 道路の活用が出来ていないのでは？ことばらんどの道路は一方

通行になる（情報不足）。(E) 

 安心安全に暮らせるといい、交通安全等。(F) 

まちの機能 

（１件） 

 病児保育、子育てで自由に使える施設の充実。(D) まちの機能 

（３件） 

 芹が谷公園の長いすべり台はほとんど使用されていない。使え

れば名物になると思う。(A) 

 休憩できる場所ベンチを増やして欲しい。(B) 

 町田街道を簡単に行き来できるようにして欲しい。(B) 

拠点・居場所 

（４件） 

 スポーツなどを観戦できる場所。(C) 

 イベントなどで集まれる場所。(C) 

 公園みたいなところがあるといい。(E) 

 子ども食堂は貧困のことだけでなく、親が心のゆとりをほっとでき

る場にもなっている。(F) 

拠点・居場所 

（３件） 

 場所の確保→公園が少ない(B) 

 まちで皆が使えるスペースを増やす。(B) 

 地域を守るという意味では、災害時に保育所を利用してほしい。

(オンライン) 

拠点・居場所 

（９件） 

 クリスタルブリッジ・広場など、商工会の場所をイベント時に提供

することはできる。(A) 

 お祭りやイベントで事業所、お寺などから場所、駐車場を借りら

れるとよい。(A) 

 犬を洗ってあげられる広い場所が無い。(A) 

 スケートボード場が無い→芹が谷公園の下の道だとスケートボー

ドができる(A) 

 事業所として広い場所を持っていないので、場所の提供は難し

い。ギャラリーの貸出は行っている。(A) 

 行政に動いてもらって場所を確保する。(B) 

 若い世代に場所を無料で貸し出す→文化発信(B) 

 使ってない場所を活用できるようにしてあげる。(C) 

障がい者 

（４件） 

 障がい者が参加できるお祭りが商店街で行われている。そのよ

うなイベントがあるとワクワクする。(オンライン) 

 利用者とイベントを行うのは、準備も含めて実施すると、すばらし

い気持ちになる。しかし、コロナで実施が難しい。その中でワクワ

クすることを実施することを考えている。(オンライン) 

 自閉症の息子はお祭りでお金を使うことが働くモチベーションに

なっている。(オンライン) 

 障がい者本人、団体がお祭りに参加することで自信を得てい

る。(オンライン) 

障がい者 

（２件） 

 相互理解→金沢にシェア金沢のように温泉・プールなどあり、人

が集まる。障がいのある人の働く場として集まる(E) 

 親の会は町田市全域を範囲としている。ブルーライトアップ、クワ

イエットアワーのような取り組みを一緒にやってみたい。(オンライ

ン) 

障がい者 

（０件） 

 

子育て世代 

（２件） 

 子育て世代が増えている。保育園のお散歩ラッシュは和む。(F) 

 子育て世代にまちづくりに入ってもらう。(F) 

子育て世代 

（２件） 

 忙しい親が子どもと向き合う機会が少ない。(C) 

 親がワクワクしていない。(C) 

子育て世代 

（５件） 

 魅力的なイベントやあまり疲れないようなものであれば、親も参

加しやすくなる。(C) 

 親もワクワクすることが大事。(E) 

 地域に入れるようにすること←親をどうサポートしたらいいのか

（互いに悩んでいるのか）。迷惑やうるさく感じるのは人それぞ

れ。(E) 

 親の負担がなくて、親子が参加できるように。(E) 

 子どもを育てる世代（30-40代）がワクワクしないと。(F) 

自然 

（２件） 

 自然を感じるとワクワクする→市街地でも感じられるといいな(A) 

 花がきれいに咲いている。枯葉など掃除が行き届いている。(オ

ンライン) 

自然 

（５件） 

 子どもと一緒に感動する、花を植えるとかはできる。(A) 

 人と自然の関連性を大事にする。(A) 

 花だけでなく大きな木を残してほしい。(A) 

 町田街道などの花壇の掃除や管理をみんなでする。(A) 

 面白いことが大事：都道の花壇にお花が増えてきている。(E) 

自然 

（０件） 
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分類 
ラウンド１：（１）毎日ワクワクするのってどんなまち？ 

（79件） 
分類 

ラウンド２：（２）「（１）での話し合い」を実現するために 
あなたができること（79件） 

分類 
ラウンド３：（２）「（１）での話し合い」を実現するために 

あなたができること（68件） 

仕組みづくり・

考え方（２件） 

 皆で盛り上げるぞという雰囲気にする。(F) 

 それ無理じゃないか？という発想が大事。(F) 

仕組みづくり・

考え方 

（10件） 

 コロナの中で何かできるかを考える。(C) 

 若い人の意見を聞く。一人ひとりが心に余裕をもつこと。(D) 

 「ワクワクしないまち」も反対に考えてみる。ワクワクしない要素を

なくすことを考えてみる。(D) 

 相手の立場に立って考える。(E) 

 奥さんたちに夫を外に送り出す仕組みづくり。(E) 

 クーポン券発行（まちおこし、町田でだけ使える）店のバックアッ

プすれば、苦しいお店もなんとかがんばれる。(F) 

 クーポン券は、大型店、小売店どちらもがんばって、利用される

ようにする。(F) 

 元々ある組織を活性化（新しくつくるのは大変）。(F) 

 地区協議会の事務局は市民協働の役所が担うべき。(F) 

 町田市が何をやるのか、行政の役割を明確にすべき。(F) 

仕組みづくり・

考え方 

（３件） 

 誰でも参加できるなら場所は問わないけど機会が必要。(B) 

 町田市は住みたい街ランキング上位だったはず。公園でのイベ

ント、まちだラーメン屋スタンプラリー等、今あるものを上手く活

用・宣伝する。(F) 

 まちを良くしたい思い。飲み会で誘われて入会した青年会議

所。誰から背中を押されること必要。(F) 

あいさつ・ 

声かけ 

（１件） 

 保育園の散歩で地域の方に声かけ、お店に買い物に来てもらう

とワクワクする。子どもたちもワクワクするのではないか。(オンライ

ン) 

あいさつ・ 

声かけ 

（２件） 

 最近あいさつをよくされるようになった→つながりたいと思ってい

る(C) 

 あいさつ、世間話。(E) 

あいさつ・ 

声かけ 

（４件） 

 ベビーカーの親子へのあいさつ。声をかけて大丈夫かなと思う。

(E) 

 相手の人のことが少し分かっていると声がかけられるのではない

か。(E) 

 犬の散歩をしていると声をかけやすい。(E) 

 自分が名乗って、お名前を聞いてみる。名前が分からなくてもそ

のまま話続ける。(E) 

情報発信・ 

共有 

（１件） 

 原町田 MAP。(D) 情報発信・ 

共有 

（４件） 

 新しい住民が面白い楽しいを知ることが出来る情報。(D) 

 原町田 MAPにいろいろな情報入れる。(D) 

 使い方を考える、面白い店主のいる店MAPづくり、食べもの、犬

の散歩、人によって欲しい情報が変わる。(D) 

 情報本にすること。(D) 

情報発信・ 

共有 

（11件） 

 場所の情報がほしい。(A) 

 MAPのバリエーションを増やす。(D) 

 防災 MAP→芹が谷界隈のお散歩マップ、春・秋バージョンな

ど。(D) 

 MAP に通り名、道路に名前を付ける（協会から子ども食堂へ）。

(D) 

 情報共有、SNS等でも発信のシステムづくりができたらいい。(F) 

 シバヒロでの SDGｓのイベント、情報発信する。(F) 

 面としての情報の広がり。(F) 

 Facebookのページ等。(F) 

 デジタル町内会回覧板をテスト的に実施。(F) 

 子育てサイトは見るとひと通り分かる形になっていて、お母さんた

ちもよく見ている。それの町内会版があるといい。(F) 

 デジタルについていけない人、世代のフォローも必要。情報格差

はつながりでフォローする。(F) 

多世代交流 

（１件） 

 子どもと大人の関わり、昔を教わる。(B) 多世代交流 

（３件） 

 若者がもっと地域の会議の場に顔を出す→世代を超えたつな

がり(B) 

 色んな世代がコミュニケーションを取れる場所が必要。(B) 

 子どもなども参加できるようになると良い。(C) 

多世代交流 

（４件） 

 多世代交流の場を作る。(B) 

 多世代での話ができるようにしたらいいのでは！(E) 

 世代間の意識共有。参加しやすい一歩（自分の時間を使って

参加するハードルを下げる。(F) 

 世代関係なくゆるく交流できる場からのつながり。(F) 

町内会・自治

会等 

（１件） 

 マンションに住んでいる人の自治会参加→子ども会への声かけ

(E) 

町内会・自治

会等 

（４件） 

 子ども会の加入率が下がってきている、入会後の役割（分担）

が怖い。(C) 

 町内会活動への参加の声かけ。(E) 

 町会は高齢化している。神輿もできる町会とできない町会があ

る。(F) 

 入会する意味があるのか？役員が大変だという意見もある。(F) 

町内会・自治

会等 

（４件） 

 役員などの参加するハードルが高い。(C) 

 地区協議会の活動を増やす、町内会活動も同様。会費でなく

収益を！(D) 

 コーディネーターの人の活動。(D) 

 老人クラブの会員も減少傾向。女性が 6割。(E) 



- 5 - 

分類 
ラウンド１：（１）毎日ワクワクするのってどんなまち？ 

（79件） 
分類 

ラウンド２：（２）「（１）での話し合い」を実現するために 
あなたができること（79件） 

分類 
ラウンド３：（２）「（１）での話し合い」を実現するために 

あなたができること（68件） 

その他の活動 

（３件） 

 散歩で人と出会い。(A) 

 一緒に散歩する仲間がいる。(A) 

 歩くと気分が楽しくなる→みんなとやるとかできないか(A) 

その他の活動 

（９件） 

 マルシェをつくって参加する。(D) 

 歩こう会に参加する。友だちをつくる、歩く、話をする。(D) 

 相互理解→認知症の方が住みやすい。養成講座を行う。(E) 

 面白いことが大事：子ども食堂に参加が増えている。(E) 

 面白いことが大事：ホタルの成育、冬はカブトムシ。(E) 

 学校運営協議会の委員をやっている。小学校のことを気にして

いて、地域に結びついている。先生方への提案、きんじょの本棚

の活用をしている。子どもたちのためになると考えている。(オン

ライン) 

 きんじょの本棚を地域の活動して広げていきたい。子どもを引き

入れていきたい。(オンライン) 

 保育園としては、地域で保育園入っていない子ども、悩みがあ

る保護者、子育てしている方にアプローチできればと考えてい

る。つながりラウンジという地域の方が来られるカフェを行ってい

る。これを広げていきたい。(オンライン) 

 きんじょの本棚は盛況。子どもだけでなく地域の大人も借りてくだ

さる。３箇所行っているが、場所によって試行錯誤している。(オ

ンライン) 

その他の活動 

（２件） 

 昔、たまプラーザでやっていたが、クリスマスのイルミネーション

を地域の家庭でやったら綺麗だと思う。(A) 

 オープンガーデンをみんなでやったらどうか。(A) 

その他 

（８件） 

 境川を下っていくと江ノ島に着く！(A) 

 夕方の２時間（夕食を作る間）に何かあるとワクワクする。(B) 

 コロナへの不安、町内会の人に会えない。(E) 

 ずっと住み続けて慣れてきている。(E) 

 カオスが大好き。(E) 

 昔から続く地元のお店等がこれ以上減らないように。(F) 

 特徴的な店、はなまちだ等がんばっている所を応援したい。(F) 

 庭で焚火！毎日できたらいい！(F) 

その他 

（２件） 

 お店の営業者の考え方の変化。(E) 

 コロナで引きこもりがち。(F) 

その他 

（３件） 

 外壁に絵が描かれているマンションが近くにあって名物になりそ

う。(A) 

 職員がまめに歩いてほしい。(E) 

 変わるきっかけがほしい。(E) 
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＜市ホームページ・メール等から頂いたご意見＞ 

地区別懇談会への参加が難しい方に、町田市ホームページやメール等で「① ワクワクするまち」、

「② ワクワクするまちの姿を実現するために、あなたができること」、「③ あったらいいと思う地

域の活動」をたずねて、ご意見をいただきました。 

町田第一地区では、４名からご意見をいただきました。ご意見の内容は、以下の通りです。 

 

① ワクワクするまち 

・①生活に役立つ新しい技術や文化に接する事の出来る町。②老人や子どもが安心して暮らせる町。 

・人と人とが会って笑顔になれる。 

・ゴミが落ちてなくて、きれいな場所。 

・新しい若い世帯の方々が町内会のイベント、夏祭り、お神輿等に楽しんで参加し、その方々が地域の

お年寄りとも挨拶ができるまち。 

 

② ワクワクするまちの姿を実現するために、あなたができること 

・①安心、安全の街を創る為のボランティアに参加。②老人や子どもの見守りパトロール等に参加。 

③芹が谷公園の自然を守り、蛍を育てたい。 

・日々の業務で、人との繋がりを大切にする。 

・駅前の環境整備。 

・町内会に新しい世帯の方々参加しやすい部会を創ること。具体的には町内会のなかにお父さんも参

加できるチームを作ることです。 

 

③ あったらいいと思う地域の活動 

・①老人、子どもも安心して、身体的苦労も無く集える広場や施設。②街中での気分良く休憩出来る場

所の新設。 

・お父さんの会。 

 


